
「ガイドライン」作成をスピーディに進めています！ 
 

一般社団法人 全麺協は「そばによる交流」を活動の柱にして、「そば道精神」に沿って 

社会貢献活動と仲間づくり、自己研鑽を進めています。コロナ禍によって「３密」を避けた

社会生活をしなければならない現在、基幹事業の「そば道段位認定会」をはじめ、そば打

ちによる交流活動や地域貢献活動は実施しにくい状況に置かれています。 

段位認定部は全国認定会専門チームに協力を仰いで、最初に「段位認定会」「実技

型研修会」「座学型講習会」では感染クラスターを絶対に起こさないことを確認しました。

そのための、活動指針となる「ガイドライン」の作成を、テレビ会議を使って迅速かつ精力

的に進めています。その取組みの状況と、今後の予定についてご報告いたします。 

 

会議記録 (すべて、Zoom を使用して会議しています。) 

① ５月２８日（木）19 時～ 第１回全体会議 

・ 初顔合わせ コロナ禍での全麺協事業の在り方について検討 

・ ｢支部公認指導員制度｣と「アマチュアリズム」の２班に分けて検討することを決定 

② ６月 ４日（木）19 時～ 支部公認指導員制度検討班 第１回会議 

③ ６月１１日（木）19 時～ 支部公認指導員制度検討班 第２回会議 

・ 理事会への答申案を決定。 

・ この間、「アマチュアリズム検討班」もテレビ会議を開催 

④ ６月２２日（月）19 時～ 第２回全体会議 

 ・ ６月１９日に開催された「理事会」の結果報告。 

 ・ ２班体制を継続し、１)認定会等事業開催ガイドライン 2)講習会・研修会の共通テ

キスト作りを行うことを決定。 

⑤ ６月２５日（木）19 時～ 認定会開催ガイドライン検討班 第１回会議 

⑥ ７月 ９日（木）19 時～ 認定会開催ガイドライン検討班 第２回会議 (予定) 

 ・ 理事会(７月１６日予定)に答申案を提案してその決定を目指す。 

⑦ ７月２３日（木）19 時～（日程変更の可能性あり） 

・ ガイドライン検討班は「実技型研修会」「座学型講習会」開催ガイドラインを作成。 

 ｢理事会｣に答申案として提案して、その決定を目指す。 
 

   (報告者:認定会開催ガイドライン検討班・水口久雄)(執筆責任者:広報渉外部・谷端) 

「全国認定会専門チーム」検討会資料から抜粋 

「with コロナ」に対応するための活動準備を、全麺協本部では着々と進めています。 

今後もその取り組みについて、「ホームページ」「全麺協通信」で皆様にお伝えします！ 


